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CYCLI NG

Vol.1

いざビワイチに出発！
琵琶湖サイクリストの聖地碑（守山市）
から八幡堀（近江八幡市）へ♪

　湖
岸
に
沿
っ
て
走
る
の
で
概
ね
平
坦
。
湖

北
の
木
之
本
付
近
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
が
走
れ
る
歩
道
や
、
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
（
自
転
車
レ
ー
ン
）
が
引
か

れ
た
道
路
も
多
く
、
走
り
や
す
い
こ
と
も

特
徴
で
す
。
た
だ
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
は

路
肩
が
狭
い
国
道
な
ど
も
あ
る
た
め
、
今

後
は
ル
ー
ト
に
応
じ
て
注
意
点
な
ど
も
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ここ数年の自転車ブーム
のなか、「ビワイチ」の

通称

も全国区に。多くのサイ
クリストが訪れるように

なり

ました。新シリーズ「より
みちビワイチCYCLING

」では、

湖周道路からよりみちし
ながら、見どころもりも

りの

サイクリングルートをご
提案。北湖から南湖まで

ぐるっ

と200㎞を、8回にわた
ってお届けします。

　第1回は、琵琶湖サイ
クリストの聖地碑がある

守山

市から、近江八幡市の八
幡堀に至る約33㎞。初

心者の

方にとっては長く感じる
距離かもしれませんが、

平均

時速15㎞だと休まず走
っておよそ2時間。半日

をかけ

て楽しむつもりで、余裕
を持ってお出かけくださ

い。

コース

START

GOAL
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約33km
約2時間
900kcal

距　　離
所要時間
消費カロリーコ

ー
ス
と
し
て
の
ビ
ワ
イ
チ
の
特
徴

ブルーラインの左側が自転車専用道路、
歩道にもある（上）
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GOAL

長命寺港

長命寺温泉
天葉の湯

ジャイアントストアびわ湖守山ではレンタサイクルも▶ 

「琵琶湖サイクリストの聖地碑」
 高々と上げられた足が特徴

内宮、さてその奥にはなにが？重なり合う屋根の美しさで有名

走ってきた湖岸の風景を一望

長命寺温泉 天葉の湯

田園のサイロを思わせる建物

古くからの家並みを残す八幡堀の眺め

旧八幡町の総社「日牟禮八幡宮」には
こいのぼりが

2015年から開催される「びわ湖トライアス
ロン in近江八幡」のメイン会場でもある

テラス席から最高の眺めとともにグルメを

龍
神
に
逢
い
に
藤
ヶ
崎
龍
神
社
へ

　再
び
湖
岸

を
目
指
し
、『
龍

を
感
じ
る
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
』
と
し
て
有

名
な
『
藤
ヶ
崎

龍
神
社
』
へ
。

平
安
時
代
の
宮

廷
画
家
、
巨
勢

金
岡
が
こ
の

絶
景
を
題
材

に
し
た
も
の
の
、
描
き
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、

筆
を
折
っ
た
こ
と
か
ら
「
筆
ヶ
崎
」
の
異
名

も
あ
り
ま
す
。

長
命
寺
港
か
ら
、長
命
寺
登
山

　長
命
寺
は
近
江
八

幡
市
の
北
西
端
、
長

命
寺
山（
3
3
3
m
）

の
標
高
約
2
5
0
m

の
山
腹
に
あ
る
寺

院
。
湖
岸
の
そ
ば
か

ら
8
0
8
段
と
い

わ
れ
る
石
段
を
登
る

と
、
い
ま
走
っ
て
き

「
琵
琶
湖
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
聖
地
碑
」は

2
0
1
7
年
に
誕
生

　高
々
と
上
げ
ら
れ
た
足
で
知
ら
れ
る
聖

地
碑
の
モ
デ
ル
は
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活

躍
す
る
タ
レ
ン
ト
さ
ん
で
す
。
2
0
1
6

年
、
現
在
の
琵
琶
湖
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ト
ア
び
わ
湖
守
山
が

オ
ー
プ
ン
し
た
際
、
取
材
で
と
っ
た
ポ
ー

ズ
が
原
型
。
記
念
写
真
を
撮
っ
た
ら
出
発
！

マ
イ
ア
ミ
浜
か
ら
兵
頭
大
社
へ

　キ
ャ
ン
パ
ー

や
セ
イ
ル
ボ
ー

ダ
ー
で
に
ぎ

わ
う
マ
イ
ア

ミ
浜
を
目
印

に
、
湖
岸
を

そ
れ
て
旧
中

主
町
方
面
へ
。

の
ど
か
な
農

道
を
ゆ
っ
た

り
走
る
と
兵

頭
大
社
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
建
立
は
約

1
，3
0
0
年
前
。
足
利
尊
氏
の
寄
進
と
伝

わ
る
朱
塗
り
の
楼
門
が
立
っ
て
お
り
、
時
代

劇
の
ロ
ケ
地
と
と
し
て
も
有
名
で
す
。
休
憩

所
で
ひ
と
や
す
み
。

た
湖
岸
の
風
景
が
眼
前

に
広
が
り
ま
す
。
山
を

下
っ
た
ら
長
命
寺
港
に

隣
接
す
る
温
泉
施
設

「
長
命
寺
温
泉
天
葉
の

湯
」
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

湖
岸
の
カ
フ
ェ
で
一
休
み

　長
命
寺
港

を
先
へ
進
む

と
少
し
上
り

道
に
。
見
え

て
く
る
の
が
、

琵
琶
湖
の
風

景
を
眺
め
な

が
ら
ラ
ン
チ

や
B
B
Q
を
楽

し
め
る「
シ
ャ
ー

レ
水
ヶ
浜
」
で
す
。
人
気
の
ケ
ー
キ
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
補
給
を
。

難
所
の
峠
を
越
え
て
休
暇
村
へ

　今
回
の
コ
ー
ス
で
最
大
の
難
所
と
も
い
え

る
峠
を
越
え
る
と
開

け
る
の
が
休
暇
村
近

江
八
幡
で
す
。
近
江

牛
も
堪
能
で
き
る
宿

泊
施
設
で
す
。
二
泊
、

三
泊
か
け
て
ビ
ワ
イ

チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

な
ら
こ
ち
ら
へ
。

ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡

　再
び
農
道
を
近
江
八
幡
市
街
へ
。
屋
根
一

面
、芝
に
覆
わ
れ
た
建
物
、そ
れ
が「
ラ
コ
リ
ー

ナ
近
江
八
幡
」
で
す
。
美
味
し
い
和
菓
子
や

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
、
レ
ト
ロ
な
ク
ル
マ
が
並
ぶ
施
設
や
広
い

庭
園
を
め
ぐ
り
、
メ
ル
ヘ
ン
な
ひ
と
と
き
を
。

ゴ
ー
ル
は
八
幡
堀

　近
江
商
人
の
発
祥
と

発
展
、
ま
た
城
下
町
の
繁

栄
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
八
幡
堀
。
堀
に

沿
っ
て
、
白
壁
の
土
蔵
や

旧
家
が
立
ち
並
び
、
華
や

か
だ
っ
た
当
時
の
様
子

を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。


